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京都の小学校は，明治２年（１８６９年），学制発布にさきだち町衆（地域住

民）によってつくられたそうです。

その維持管理のためには，町衆がお金を出し合い，※竈（かまど）金を徴収

し小学校会社をつくり，地元有志の寄付金と合わせて運用し生まれた利子を

充てたとあります。都大路の碁盤の目のような番組の一つひとつに，学区自

治の７４もの番組小学校を誕生させた京都市民の小学校にかけた期待の大きさ

と労苦を感じます。また小学校には，警察交番（学区治安のため），小学校

火消（自主防災のため学校に望火楼を作り消防団器具庫が設置された），小

学校役場（戸籍や租税をはじめとする行政事務）が置かれていたといいます。

さて，現在，学校は町衆とともにあるでしょうか？ 学校は町衆と学校教

育の理想を共有してきたでしょうか？ 「学校教育校門を出ず」と揶揄され

て久しいのですが。

今，根本打開のために教育は大きく舵を切り始めました。学校は現在，指

導のフィールドを学校の敷地から地域へと広げ，指導の主体を単独教師から

複数教師（教師陣）へ，学校教師から地域人材へと展開し，教育の受注者と

しての自覚を深めているところであります。幼稚園と保育園の一元化，小学

校と福祉施設の併設，学校での学童保育など，「学校の管轄ではない」とは

言ってはいられません。教育業界にも例外なく再編成・改革の波がおしよせ

てきているのです。明治維新期の番組小学校への回帰を見る思いがします。

週５日制も含め教育の軸が大きく動きますが，東京遷都の打撃にひしがれ

ることなく次代に目を向けた京都市民のように，苦難にもめげず，将来に向

かって市民，住民を育てあげる学校をつくりあげなくてはなりません。そし

て，京都の小学校が「明治維新の住民自治の象徴であった」と評されたよう

に，平成の教育改革は，１００年後に，後世が評するところとなるでしょう。
おこした

※竈金とは，小学校維持管理のための市民の負担金「一竈ヲ構ヘ朝夕ノ煙ヲ 起ルモノハ皆半季

一分ノ 出金ト申事也」
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特集：「総合的な学習の時間」の実施に向けて［高等学校編］

平成１３年度「総合的な学習」研究部会 高等学校研究委員会

現状と課題

小・中学校に比べて遅れ気味であった高等学校の

「総合的な学習の時間」への取組も，本格的な動きが

出始めています。高等学校の場合，普通高校，専門高

校，総合学科に大別されますが，それぞれが独自性を

もって「特色ある学校づくり」を意識した教育活動を

構築しようとしているようです。

高等学校学習指導要領には，学習活動として，小・

中学校で示されている「横断的・総合的な課題」「児

童生徒の興味・関心に基づく課題」に加え，「知識や

技術の深化，総合化を図る学習活動」と「自己の在り

方生き方や進路について考察する学習活動」が例示さ

れています。

平成１２年１０月に，特殊教育諸学校を除く県内すべて

の県立高等学校に対し，「総合的な学習の時間」につ

いてのアンケート調査を行いました。

実施したい内容については，普通高校，専門高校，

総合学科いずれも「課題研究」的なものが最も多いと

いう結果が得られました。ただし専門高校が考えてい

るのは，従来から行ってきた専門教科「課題研究」に

よる代替のようです。その場合，「総合的な学習の時

間」のねらいと，専門教科としての「課題研究」の目

標がいずれも達成できるものになる必要があります。

２番目に多かったのは「進路学習」です。普通高校は

大学進学を視野に入れた進路学習で，職業研究（職場

訪問），大学研究等を組み合わせています。専門高校，

総合学科は職業人としての自覚を目標に，就業体験（イ

ンターンシップ）を組み合わせています。以上２つの

内容を核として，地域学習，ボランティア，国際理解，

異文化理解，環境等を組み合わせ，学習指導要領が示

しているねらいを達成し，それぞれの学校の独自性を

打ち出そうとしていることがアンケート結果から分か

りました。

教育センターの「総合的な学習」研究部会では，平

成１１年度から研究を行い，すでに研究紀要２４号・２５号

別冊で研究成果を報告しています。今回，２５号別冊で

報告した高等学校の取組について，要点をまとめまし

た。

－「総合的な学習の時間」の実践の紹介－
～特色ある学校づくりとどうリンクさせるか？～

実実実実実実実践践践践践践践事事事事事事事例例例例例例例 太太太太太太良良良良良良高高高高高高等等等等等等学学学学学学校校校校校校

地域の強い要望で開校した創立２５年目の若い学校で，平

成１４年度からは他に先駆けて連携型の中高一貫教育が始ま

る。「総合的な学習の時間」は地域密着型で，「福祉・健康」

をテーマに，太良町役場や社会福祉協議会と連携を取り実

践した。

１ 学 年 １年生

２ テ ー マ 「福祉・健康教育分野」を軸とした取組

３ 活動内容

� 自分の体を知る

健康診断，身体測定等を基に，健康状態をチェック

し，自分の体を見直す。

� 食事について考える

朝食の大切さを考えさせる目的で，全校で「朝食キャ

ンペーン」を行い，「太良高で朝食を！」を実施した。

地域の協力を得て，朝食を見直す機会となった。

� たばこについて考える

地域のボランティアや専門の講師とフリートーキン

グを行った。教師が入らないことで，生徒の様々な意

見を引き出すことができた。

� 福祉・保育の姿にふれる

介護老人保健施設，保育園での体験学習。高齢者や

園児に接することで，福祉・保育の仕事がいかなるも

のかを自ら体験し考える機会となった。

� 講演会（性・エイズ・薬物）

思春期である生徒たちにとって身近な話題である性

やエイズ等について，専門家の話を聞き理解を深める。

� 聴覚障害者の生き方を学ぶ（映画鑑賞）

映画鑑賞により聴覚障害者の生き方に学び，社会の

中で頑張る人の姿について学ぶ。

４ 今後の課題

・年間計画の中で，活動内容を精選してじっくり時間をか

け取り組む。

・学習活動をきちんと記録させ，次の学習に生かす。

・今まで以上に，生徒自らで構築する学習形態を模索する。

・普段から地域との連携を密にし，また学習した内容をイ

ンターネット等を利用して地域に発信していく。

１
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実実実実実実実践践践践践践践事事事事事事事例例例例例例例 有有有有有有田田田田田田工工工工工工業業業業業業高高高高高高等等等等等等学学学学学学校校校校校校

「ものづくりによる人づくり」を教育方針とし，県立学

校として１００年の歴史と伝統を誇る地域に密着した学校で

ある。「総合的な学習の時間」では，従来より高い評価を

得てきた「課題研究」による代替を中心にして学習活動を

組み立てた。

１ 学 年 ３年生

２ テ ー マ 「課題研究」による代替措置

３ 活動内容（セラミック科を例として）

生徒の意見・希望を取り入れ，セラミックスにかかわ

る４分野からテーマ設定を行う。

〈課題研究実施分野〉

�ファインセラミックスの試作研究 �ガラスの試作研究

�釉薬の試作研究 �陶磁器の試作研究

〈課題研究進行計画表〉

４ 今後の課題

・地域との連携をさらに深める。

・テーマの多様化に伴い，校内施設・設備の充実を図る。

・指導者の研修を深め，学校をあげて支援する体制を確立

する。

・全ての生徒が，興味・関心を持って取り組めるよう，更

なる工夫と研究が必要である。

２ 実実実実実実実践践践践践践践事事事事事事事例例例例例例例 神神神神神神埼埼埼埼埼埼清清清清清清明明明明明明高高高高高高等等等等等等学学学学学学校校校校校校

大正２年に創立以来農業高校として地域に貢献してきた

が，多様化した生徒の希望に対応するため，平成８年度に

総合学科としてスタートした。

「総合的な学習の時間」は１，２年で各１単位，３年で

２単位（課題研究で代替）を設け，生活体験，自然体験，

福祉体験，国際理解体験，就業体験等のプログラムを予定

している。今回はその中の就業体験について紹介する。

１ 学 年 ２年生

２ テ ー マ 「就業体験」を取り入れた取組

３ 活動内容

４ 今後の課題

〈就業体験についての反省〉

・企業側と学校側に就業体験に対する認識の違いがある。

・生徒の自主的な活動を目指しているが，全体としては学

校主導であり，改善する必要がある。

・夏休みに就業体験をすることの適否や実施期間について

検討する。

・効果的に就業体験を実施するために，情報交換を速やか

にし，円滑に運営できる組織づくりを行う。

〈「総合的な学習の時間」についての課題〉

・１年生に対し早期からオリエンテーションを充実させる。

・これまで以上に地域社会との連携が必要である。

・意思統一を図るため，更なる教職員の研修が必要である。

・学校独自の評価方法を確立する。

・講師謝金等の予算を確保する。

３

４月

～

５月上

課題研究の導入

・生徒の希望調査を基に，研究分野，グループ，

テーマを決定。

・予備調査・研究を行い，実施計画を立案。

５月下

～

７月上

調査研究活動

・文献調査，現場調査，予備実験等を行う。

７月下

～

１２月上

研究活動

・研究，実験，作品制作等の自主的な学習活動

を行う。

・随時指導担当者の下で検討会を行い，見直し

をする。

１２月下

～

１月上

研究のまとめと発表準備

・卒業作品展生徒準備委員会を作り，役割分担

を決める。

・卒業研究集の原稿作りに取り掛かる。

１月下 卒業作品展の実施

・九州陶磁文化館において，卒業作品展を実施。

２月上 研究集発行

・卒業研究集の印刷製本を印刷所に依頼。

２月中 評価

・学科会議で一定の基準を基に評価を行う。

企業訪問 ２年担任団を中心に企業に打診。

生徒へのアン

ケート

企業名は挙げずに職業分野の希望を調査。

補習や部活の生徒以外は全員参加を原則。

企業への割り

振り

生徒の希望を基に企業に割り振る。

連絡調整 生徒に連絡し無理があるもののみ調整。

企業との連絡

打合せ

可能ならば，生徒を連れて各企業に打合

せに行く。事前に心構えやマナーを指導

する。

就業体験実施 現地集合・解散で実施。欠席・遅刻の連

絡に注意。毎日日誌を記入。期間中は２

年担任団で各企業を巡回する。

礼状発送 各企業に就業体験の感想，お礼状，体験

発表会の案内状を発送。

発表会・反省

会

体験発表会を実施。発表会終了後，企業

を交えて反省会を行う。
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指導と評価シリーズ 小学校道徳

「実感・納得・本音」にはたらきかける道徳学習

１ は じ め に

ことの善悪や自分自身の生き方について「はっと
目が開かれる，なるほどと納得がいく，よしやって
みようと意欲が湧いてくる」このように，子どもた
ちの心が動き，自分自身との出会いのある道徳授業
は，どのように行えばよいのでしょうか。それには，
たてまえやきれい事ではなく，子ども自らが自分の
実感・本音に問いかけながら，ことの善悪や自分自
身の生き方について考えられるようにしていくこと
が大切になってきます。その一つの方法として，子
どもたち自身の意志や判断に基づく行動を促し，そ
の中で感じ，考えたことを道徳の学習に生かしてい
く，総合単元的な道徳学習があります。特別活動や
教科等の学習活動と道徳の時間とを関連させた，総
合単元的な道徳学習について紹介します。

２ 総合単元的な学習の構想

３ 価値意識の継続を図るために

子ども自らが実践する過程で感じ，考えた道徳上
の事柄について，道徳の時間で広め，深めます。ま
た，道徳の時間で学んだことが特別活動等の活動場
面に生かされるようにします。そのためには，単元
全体を通して価値に対する意識の継続を図ることが
大切になってきます。そこで，道徳の時間を通して
問題意識を焦点化し，高め，単元を通して学習課題
を追究していくようにしました。また，特別活動等
の活動を通して，道徳的価値に対する子どもの意識
を探り，授業に生かしました。

４ 指導の実際

� 第３学年 道徳学習指導案

ア 主題名「友達と仲良くなるひみつ」
イ 資料（作文メモ，自作資料，児童作文）

ウ ねらい
「友達と仲良くなるために大事なこと」につ
いて，自分たちの考えや行ってきたことの良さ
に気付くことができる。
相手の気持ちを考えることによって互いに理
解し，心が通じ合うことに気付き，実践への意
欲をもつことができる。

自作資料

なわとびの練習風景で
す。いくらやっても，う
まくとべない人がいます。
こんな声が聞こえてきま
した。

� 「早すぎる，ゆっくり回してさ」
「なんしよっと，がんばってさ」

� 「もう少しゆっくり回した方がよかね」
「よかよか，がんばって」

所員 神近 博彦

学習課題の設定
道徳の導入段階で，アンケートや体育の感想等を

基に話し合い，道徳的価値にかかわって実感の伴っ
た学習課題を設定しました。

表現活動を随時取り入れる
縄跳び大会への取組について観点を示し，感じた

こと，考えたことを書くようにしました。心のつぶ
やきを素直に表現するよう援助し，価値に対する意
識を探るようにしました。

作文を道徳授業に生かす
縄跳び大会に向けた取組について書いた課題作文

や国語の作文等を基に，子どもの心が動いた場面等
を取り上げ，教材化しました。
・作文をそのまま使いました。
・考える場面を焦点化した自作資料を作りました。

4



エ 本時の展開

� 子どもの反応（ワークシートより）

○ あんまり人の良いところを見つけていな

いから，次からは，人の良いところを見つ

けて，たすけ合うことを大切にしたいなと

思いました。たすけ合えばみんな仲良くで

きると思ったからです。それと，自分の気

持ちだけじゃなく相手の気持ちを考えて仲

良くなるようにしたいです。

○ わるいことをしている友だちには，ちゅ

ういしてやる。あいての気持ちを考えて

ちゅういしてあげたら，きっと分かってく

れると思いました。

５ お わ り に

本時では，縄跳び大会に向けた取組の中で考えた

り感じたりしたことを授業に生かすことに焦点を当

てました。縄跳び大会に向けた取組の中から問題場

面や道徳的価値に対する子どもの意識を探り，それ

を生かした資料作りと発問の工夫をしました。これ

は，指導と評価の一体化を図ることでもあります。

指導者にとっては，それまでの学習を生かし，子ど

もの本音がどこにあるのか，どのように変わってき

ているのか，どこに焦点を当てれば子どもの心に深

く届くのかを考え，道徳の授業を組むことになりま

す。そのことによって，子どもたち自身も自分の実

感・本音に基づいて考えることができたのではない

かと思います。

学習活動・主な発問 指導上の留意点

１ 学習のめあてを確かめる。

友達と仲良くなるには，どんなことが大事だろ

う。友達と仲良くなるひみつを見つけよう。

２ 作文メモの見出しカードを基に，友達と仲良くな

る方法や大事にしたい気持ちについて話し合う。

３ 縄跳び練習の場面を基に話し合う。

縄跳びを題材にした自作資料

○ 作文を聞く 児童作文

４ 友達と仲良くなるために，これからどんなことを

大事にしていきたいかを書く。

５ 友達の考えに感想や意見を書く。

６ 友達の感想を読んで思ったこと，これからがんば

りたいことなどを発表する。

・ 単元を通して行ってきた活動を振り返り，学習の

めあてを確かめる。

・ 友達と仲良くなるために大事だと思った各自の考

えを自由に出させる。

・ 縄跳び大会に向けた取組で，してもらって嬉し

かったこと，自分が努力したことなど，嬉しかった

経験を振り返らせる。

・ 経験を振り返らせ，相手の言い方によって，気持

ちが害されたり，がんばろうという気持ちが湧いて

くることを感じ取らせる。

・ 同じ言葉でも，相手の気持ちを考えているからこ

そ気持ちが伝わり，互いに理解し合えることに気付

かせる。

・ 友達のがんばる気持ちに心を動かされ，自分もが

んばろうと思ったという作文を紹介し，互いに理解

し合うこと，気持ちが通じ合うことの喜びを感じ取

らせる。

・ 改めて大事だなと思ったこと，これから自分にで

きそうなこと，がんばりたいことなどの観点を与え，

これから自分が大切にしていきたい考えを見つめ直

させる。

・ 隣の人の考えの良いところやアドバイスできるこ

とを見付けられるよう支援する。

・ これからどんなことを大事にしていきたいか，友

達からのメッセージを読んでどう思ったかを発表さ

せ，良いところを認める。

事後の学習 帰りの会のスピーチ 「仲の良いクラスにするために，みんなでやりたいこと」

学級活動（議題） 「みんなで協力して，みんなが楽しめる○○をしよう。みんなで思い

出に残る○○を作ろう」

○ 「早すぎる，ゆっくり回してさ」「なんし

よっと，がんばってさ」と言われたとき，ど

んな気持ちでしょう。

○ 「もう少しゆっくり回した方がよかね」「よ

かよか，がんばって」と言われたとき，どん

な気持ちでしょう。

○ 同じことを言っているのに，言われた方の

気持ちは違いますね。２つの言い方では何が

違っているのでしょう。

・ どんな気持ちがあるから嬉しくなるので

しょう。
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指導と評価シリーズ 中学校社会科

生徒の意欲を高める社会科選択学習
～体験的学習・課題解決学習を通して～

１ は じ め に

来年度から「総合的な学習の時間」がスタートす

るとともに選択履修の幅が一層拡大され，時数だけ

でなく，内容についても多様な展開が求められてい

ます。これまでも，選択教科は，生徒の個性を生か

す教育を推進するために設けられ，その実現に向

かって授業時数及び内容が設定されてきました。し

かし，選択教科の指導においても，画一的で形式的

な教育が行われ，生徒が，社会的事象について，興

味・関心を持つことを妨げてきた一面があったよう

に思います。

子どもたちにとって魅力ある，知る喜び（学習の

喜び）を味わえる選択履修の学習内容をどのように

設定すべきか，それが選択履修をより有効に行って

いく上での重要な課題の一つだと言えます。そこで

選択履修を含めた社会科学習を振り返ってみて，生

徒たちが目を輝かせて生き生きと学習に取り組んだ

りやる気になった授業はどのような教材をどのよう

に取り扱ったのかを整理してみました。

☆ 活動する

☆ 興味や関心とかかわりがある

☆ 自分をもっと高めたいと思う

このことからも，問題解決型学習や体験型学習を

取り入れることは効果的なことだと考えました。

そこで，激しく変化する社会に対応して生きてい

くことのできる心豊かな人間を育成するために，教

科の目標に沿いながら，生徒自身の体験を重視する

ことで，生徒自身が「自ら学ぶ姿勢」を大切にし，

すすんで学習に取り組むことのできる「選択社会」

を目指した授業について，実践例を紹介します。

２ 指導の実際

これまで各教科においても，生徒や地域の実態等

を踏まえて，生徒の興味や関心を高めるために多様

なコースや課題を設定し，生徒一人一人の個性を生

かす取組がなされてきました。この実践例は，体験

的・課題解決学習を通して，新学習指導要領の選択

履修の在り方に近づくための手立てを探る一試案を

提示したものです。今回は，あらかじめ４つのコー

スを設定し，それらを学習し，体験することで興味・

関心を高めさせました。さらに，疑問や課題を持っ

たコースを１つ選択し，学習計画を立てて，調査を

行い，資料を収集し，新聞にまとめさせました。ま

た，各町の史跡調査を行う際に，調査計画の立て方

や資料収集の方法など課題追究の仕方を学ばせるた

めの学習をさせました。

【土器づくり：文化祭での展示発表の様子】

★実施内容の概略

� みそづくりの歴史などはインターネットを利用

して調べるとかなりの資料が出てきました。春仕

込みのみそでしたので夏休みには食べることがで

きたようです。また，みそを販売することを想定

し，原価計算をさせ，販売価格を予想させたり，

経済の仕組みについて学習が広がりました。

� 勾玉づくりは，参考資料（中学校社会科の授業・

所員 梶山 康正

子どもたちは作業をしたり，校外学習をしたり，
何かをつくったりといった体験する活動を好みま
す。生徒の意欲を刺激するのは，活動する場面の
ある授業のときです。

自分の興味・関心とかかわりがある内容がある
ときです。

生活する姿や働く姿をイメージできたり，感性
に響き，人間としての共感を得ることで，自分を
もっと高めたいと思う内容を扱ったときです。
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別冊：あゆみ出版）を基に準備をし，実施しまし

た。また，土器づくりは，市販のもの（やけるん

だセット６５０円）を購入し作成させました。毎回

すすんで学習に取り組めました。

� 史跡探訪は，最も学習させたかったコースです。

校区内（大川・松浦町）には史跡がたくさんあり

ますが，残念ながらそれに気付かない生徒が多い

のです。教育委員会の文化財担当者に教えていた

だきながら資料を集め２か所探訪させ，校区内の

文化財を調べる活動に広げました。また，この活

動を通して，「学び方」についても学ばせ，最後

の取組の課題追究学習につなげていきました。

３ ま と め

生徒の興味や関心が持続した１年間でした。体験

的学習を通して，意欲を高め，課題を見付け発展的

な学習につながっていったように思います。今後は，

新しい選択履修のねらいにさらに近づけるためにガ

イダンス機能を高め，主体的な選択ができるように

することや学習課題を設定する際に，学び方を含め，

課題の追究意欲をわき起こさせるための工夫が必要

だと感じました。

【新聞づくり：生徒作品】

★ねらいと年間計画

月 週 学 習 内 容
・各自の個性や能力，興味，関心を基に教科を選
択させる。
・学習内容，目的，方法等を確認させる。
・年間計画の説明。
４月 � 選択教科のガイダンス

・教科の決定（２０名）
� 選択社会のオリエンテーション１（内容と方法）
� 選択教科のオリエンテーション２

（年間計画作成と班分け）
・年間計画に基づいて，４つのコースの学習を行
う。
�みそづくり �勾玉づくり
�野焼きの土器づくり �郷土史跡探訪

５月 � みそづくり１
（歴史・作り方・商品の流通）

� みそづくり２（班ごとに準備打合せ）
� 前日（大豆の漬け込み）

みそづくり３（みそづくり）
６月 � みそづくり４（原価計算や販売について

模擬実習）感想
� 勾玉づくり１（歴史等・作り方）
� 勾玉づくり２：作成

７月 � 勾玉づくり３：作成
� 勾玉づくり４：作成
� 勾玉づくり５：作成と感想

９月 � 郷土学習１：大黒井堰・馬頭の学習
� 史跡探訪１：大黒井堰
� 土器について調べる（データベースや図

書を利用）
１０月 � 土器の作り方について・デザイン

� 土器づくり１：つくる・乾燥
� 土器づくり２：焼く
� 土器づくり３：仕上げと感想

１１月 � 郷土学習２：中野仁右衛門供養塔
� 史跡探訪２：中野仁右衛門供養塔
� 各町内の史跡について調査計画

１２月 � 調べてきた事を各町ごとにまとめる
� 発表

・４コースの学習からさらに深めていきたいコー
スを選び，課題解決の計画を立てる。
・調査，研究内容を新聞（Ｂ４）にまとめる。
・新聞づくりについてのオリエンテーション。
１２月 � 課題学習の計画（４コースから１つ）
１月 � 新聞作成についてのオリエンテーション

� 課題追究１
� 課題追究２

２月 � 新聞づくり１
� 新聞づくり２
� 新聞づくり３

・アンケート用紙を基に自己評価する。
３月 � まとめと総括
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現代文（特に評論）
↑

これなら，先輩の先生とも議論ができる。
これなら，生徒だって自分と対等だ。
生徒とも意見を戦わせるような授業がしたい。

指導と評価シリーズ 高等学校国語科

生徒の読みを揺さぶる評論文教材の指導のために
～国語教師のチームワークの中で自らの読む力を磨く～

１ は じ め に

国語教師として現代文教材の指導に魅力を感じ始
めるのは，以下のような理由からでしょうか。

ところが，高校で扱う評論文というものは，学識
のある著名な大人たちの立派な考えが述べられたも
のばかりです。普通に教えようとすると，趣旨の把
握に終始した挙げ句，主張の部分を継ぎ接ぎし，要
約しておしまいということになってしまいがちです。
なんとかならないでしょうか。
目指したいのは，次のような授業でしょう。

書かれている事柄だけではなく，
論の展開の仕方や筆者という人間，
さらには，読んでいる自分という人間
にまで目を向けさせるような授業。

そのような授業を目指すには，まずは生徒たちが
食いついてくる面白い教材を探すことが不可欠です。
しかし，これがなかなか見当たりません。
どうすればよいでしょうか。

２ 自分が面白いと思える教材を選ぶ

「教科書に載っているから」という安易な発想か
ら抜け出しましょう。まずは，教える自分にとって
面白いと思える教材を探すのです。

この教材は，
・これまでの教材とこの点で関連しているし，
このように展開させていくことができそうだ。

・今の生徒たちの身の回りの現実に即している
し，文章の難易度も適当だ。

・何よりも，こんな点が生徒たちにとっては新
鮮な考え方ではないだろうか。

・また，世間の常識というものに対して挑戦的
ですらある。

・そこで，こんな角度で教材の読みに切り込ん
でいけそうだ。

……等々と思えてくることが，「教えようとする
自分にとって面白い」ということです。
すると，選択の範囲は限りなく広がっていきます。
現実的には，（原典が入手できることが前提ですが）
いろいろな出版社の教科書教材，模試や入試問題に
採られた文章等を探してみることから始めましょう。
ところが，採択している教科書以外から文章を選
ぶと，指導書というものがありません。

３ 指導書に頼らない勇気と力量を持つ

ここにきて初めて，国語教師としての自分の読み
の力量が問われることになります。そして，ここを
乗り越えない限り，目指す授業には到達しません。
指導書に頼らず，当てにせず，自分の読みこそを
大切にしましょう。

自力で教材を読み込む作業は，
自分との真剣勝負。

４ 国語科のチームワークを築く

自分の読みを，自分だけの偏った読みに陥らせな
いためには，他の国語教師との読み合わせが必要で
す。読み合わせの作業の中で，自分の読みの浅さに
も気付くでしょうし，異なる読みを説得するための
更なる読み込みが必要にもなるでしょう。
自分の読みの誤りを指摘されることは，だれに
とっても恥ずかしいことです。だからこそ，自分と
の真剣勝負なのです。そして，他者の意見を聞き入
れる寛容さが求められるのです。もしかしたら，国
語教師としての経験年数が増えるにつれて，現代文
を敬遠しがちになっていませんか。

若手の教師と現代文でやり合える，
そんな心の若さを持った教師の存在が
チームワークづくりの成否を左右する。

自分の学校には，読み合わせしてくれるような先
生がいないからといって，諦めないことです。まず
は，１人でも仲間をつくる努力をしましょう。教材
を読む力は，試験問題をつくる力にも直結していま
す。各地域ごとに割り当てられている県下一斉模試
等の作問グループに積極的に参加するなど，自分の
力を試し，磨き上げる場を自ら求めましょう。

所員 横尾 明男
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５ 教材の実際

昨年度の講座授業で扱った教材の例を，以下に紹
介します。
・ 教材名 「私にとって都市も自然だ」
・ 筆者 日野啓三
・ 出典 『都市という新しい自然』読売新聞社
・ 対象 致遠館高等学校 １年生
この教材は，第一学習社の教科書等に採られてい

ますが，何よりも，挑戦的とも思える題名に惹かれ
ました。また，これまでの自然環境を論じた文章で
は，「自然」と「都市」とは対立するものだという
のが常識的な構図ですが，そうした常識に真っ向か
ら揺さぶりをかけていく論の展開がなされている点
で，生徒にも新鮮な教材として受け入れられるだろ
うと予想できました。さらに，常識への揺さぶりと
ともにやや強引とも感じられる論の展開があるため
に，高校生にでも反論できるのではないかと期待さ
れました。その点で，高校生に必要な「文章を批判
的に読む姿勢」を身に付けさせる有効な教材だと思
えたのです。
そこで，プリント教材として投げ込むこととし，

授業の組み立てを考えました。

第１時

☆ 「私にとって○○○自然だ」と伏せ字をした
題名と筆者及び冒頭の２行だけが書かれたプ
リントを配布する。

↓
・自分にとっての「自然」「原風景」とはどう
いうものか自由に書かせる。

・冒頭の２行に続く論の展開を推測し書かせる。

第２時

☆ 推測した内容を整理したプリントを配布する。
☆ 第１段落（冒頭から２６行目）までが書かれた
プリントを配布する。

↓
・各自の推測との相違を確認しつつ，第１段落
の読み取りを行う。

第３時

・第１段落の読みの確認として，題名の伏せ字
を埋めさせる。

・生徒の推測に反した「都市も自然だ」という
第１段落の主張に対して，グループをつくっ
て反論を試みさせる。

第４時

・グループで考えた反論を発表させる。
・読者の反論を想定しつつ，それをさらに否定
することで自己の主張へと導くのが，説得型
の文章の特徴的な論法であることを教授する。
・黒板に記された反論に対して，さらにグルー
プで反論を試みさせることで，説得の論法を
身に付けさせる。

第５時以降

☆ 第２段落以降最後までが書かれたプリントを
配布する。

↓
・自分たちが推測し，試みた反論と第２段落以
降の筆者による展開とを比べ合わせながら，
読み進めさせる。

プリントで分割しながら生徒に提示していく，と
いう組み立てを可能にしたのは，使用教科書以外の
文章を教材として選んだことによります。また，生
徒に筆者の論展開を推測させたり，反論させたり，
という組み立てにしたのは，この文章の特徴的な展
開の仕方に着目したからです。

自分の目にかなった文章なら，

授業の工夫は次々と湧いてくる。

６ 終 わ り に

個人やグループでの考えを何回も書いて提出させ
る中で，多様な意見を拾い上げることができました。
いわゆる「できる生徒」が常識的な反論を試みて逆
に筆者の論に絡められがちであるのに比べ，要領を
得ずまとまりのないものの中にも本質に迫る（まだ
２歩も３歩も手前であるにしても）反論が見受けら
れました。そこをうまく補って取り上げ，全体に示
してやることで，その生徒ばかりではなく，全体の
意欲を高めることができました。
今回のような授業展開では，多くの時間数が必要
になります。しかし，試験の点数だけでは計れない
生徒の関心・意欲の強さや広がり，グループや全体
の学習活動の中での発言や貢献度などをも学習過程
における学力として正当に評価することが求められ
ています。学期に１教材，せめて年に１教材を，そ
のような学習として組み立てるゆとりと勇気を持つ
ことが必要ではないでしょうか。

国語教師としての若さを失わない秘訣は，

心のどこかに余裕を持ち続けることです。
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本校は，平成１２・１３年度に佐賀市教育委員会
より委嘱を受け，「教育改革に即した学校運営
に係る研究」に取り組んでいる。
新学習指導要領では，教育改革に即し，各学

校が特色ある教育・特色ある学校づくりを展開
しながら，子どもたちに豊かな人間性や基礎・
基本を身に付け，個性を生かし，自ら学び自ら
考える［生きる力］を培うことをねらっている。
そこで，本校では，「社会の要請」と「児童
や地域の実態」，「学校の特色・研究の流れ」か
ら学校教育目標を見直し，「まなびあう子」「ひ
びきあう子」「ふれあう子」というめざす子ど
も像を導き出した。そして，この子ども像実現
のために学校運営機構・研究組織・教育課程等
の改善を図って，教育活動を進めている。
子どもの学びを育てる「まなびあい部」（複

数担任制），豊かな人間性を育てる「ひびきあ
い部」（交流教育），自主的・創造的に実践する
子どもを育てる「ふれあい部」（地域とのかか
わり）が，特色ある学校づくりのための事務等
を行う「総務部」，特色ある教育課程をめざす
「教務部」と連携を取りながら，子どもたちの
［生きる力］をはぐくんでいる。

親子ふれあい活動での老人クラブの方との凧づくり

本校では，平成１２・１３年度の２年間，県教育
委員会・市教育委員会の指定を受け，「環境教
育」の研究に取り組んでいる。
環境教育によって，持続可能な社会の形成者
を育成することは緊要な教育問題である。しか
し，環境保全活動が日常生活の利便性及び社会
の利潤追求と相容れない性格があることや中学
校教育で多様な環境問題の中の何から取り組む
べきか明確でないこと等の問題がある。
そこで本校では，環境教育を自然環境・社会
環境・人的環境の３つの視点からとらえ，各授
業における環境教育の可能性を模索すると共に，
緑・ゴミ・人の和に焦点を絞り，全教育活動に
おける環境教育を展開することにした。
鍋島の地域は水生植物の絶滅危惧種を数種産
する豊かな自然を持つと共に都市化が進んでい
る。こうした中で生徒たちは地域のクリーン活
動やアルミ缶回収など地道に取り組んでいる。
このような実態を踏まえ，環境にはたらきか
ける生徒を育成し，鍋島を愛し，鍋島に生きる
幸せを体を通して学ぶ，人間性豊かな生徒を育
んでいきたいと考える。

コンポスト肥料，上水道の泥，余ったブロックから畑を作る

特色ある開かれた学校づくり
「人とのふれあいの中で，子どもが
生き生きと活動する学校をめざして」
－複数担任制・交流教育・

地域とのかかわりを通して－

佐賀市立勧興小学校 校長 平方 和善

環境にはたらきかける生徒の育成

－自然環境，社会環境，人的環境の
３つの視点からのアプローチ－

佐賀市立鍋島中学校 校長 田代 美孝
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佐賀県の地衣類

～ 地衣類から学ぶ佐賀の自然 ～

所員 坂井 文明

「“地衣類”知っていますか？」

その名の通り，地面を覆う衣のような植物です。古

い墓石や森林の樹木をイメージしてください。薄緑色

のコケのような植物を目にします。それが，地衣類な

のです。

地衣類は，一般的に蘚苔類（コケ植物）と混同して

とらえられやすいのですが，地衣類は葉，茎の分化が

なく，黄緑色または灰緑色をしています。また，蘚苔

類（コケ植物）とは，日当たりのよい比較的乾燥した

所に成育することが多い点で違います。地衣類は菌類

と藻類とが共生してできた複合生物です。菌糸がその

体をつくり，藻類をその中に取り込んでいます。菌類

は藻類に住みかと水分を与え，藻類は自分の生産した

炭水化物を菌類に与えて，お互いに緊密な関係を保っ

ているのです。現在，全世界で約１万４０００種，日本で

は約８０科９２属１２００種の地衣類が知られています。

このような地衣類は，意外にも人との関わりは古く，

ヨーロッパでは，古代ギリシア時代より羊毛を染める

（地衣染め）ための染料として使われてきました。中

国やエジプト，フィンランド，スウェーデンなどでは

医療薬として用いられてきました。日本においてもイ

ワタケ（Umbilicaria esculenta）が食用として利用され

たり，ウメノキゴケ（Parmotrema tinctorum）の着生し

た梅や松の枝葉がお正月の生け花に使用されているな

ど，実は身近な存在なのです。

地衣類は種々の要因（光，水分，pH，大気）によ

り生育が著しく影響されるため，大気汚染の程度だけ

ではなく，環境変化及び時間的経緯を知る上で有効な

生物指標ともなります。佐賀県においては，ウメノキ

ゴケをはじめとして多種多産の地衣類を観察できるの

で，佐賀の自然はまだ豊かだと言えるでしょう。

佐賀県で多く見られるウメノキゴケは，前述の「地

衣染め」の原料としても利用できます。リトマス紙は，

リトマスゴケ属の地衣成分を利用して作ります。ウメ

ノキゴケの中にもこのリトマスゴケ属と同じ地衣成分

を含んでいますので，リトマス紙を作ることができま

すし，この成分で地衣染めもできるのです。

このように地衣類は，自

然の環境を語る植物であり，

生活の一部を演出する植物

でもあります。

地衣成分は，防虫効果も

あり，人の命を救う医療薬

ともなります。抗ガン剤，

抗HIV剤，院内感染症等

への抗菌剤としての応用，

美白効果を高める化粧品への応用の可能性も秘めてい

ます。

地衣類を見直し，地衣類から佐賀の自然，佐賀の特

色を再発見してみてはいかがでしょう。

写真２ ウメノキゴケ（Parmotrema tinctorum）

写真３ 地衣染め

写真１ イワタケ（Umbilicaria esculenta）
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平成１３年度 教育講演会
１ 期 日 平成１３年１１月２９日（木）
２ 場 所 佐賀市文化会館中ホール 時 間 １４：００～１６：００
３ 講 師 赤堀 侃司 東京工業大学・教育工学開発センター及び

（あかほりかんじ） 大学院社会理工学研究科教授
日本教育工学会，日本科学教育学会等，理事

演 題 「ＩＴ時代の学校教育－２１世紀の授業像をデザインする－」
学校教育は，これからどのような方向に進むのでしょうか。情報化やグローバル化が急激に進んでいる現在，基礎基本となる教
科を中心とする授業を大切にしながらも，さらにベースとなる能力の育成が求められています。それは，社会の変化と子どもたち
の変容が急速で，基礎基本となる教科の教え方の工夫だけでは対応しきれなくなったのではないでしょうか。シャワーのように降
り注ぐ情報洪水を受けながら，そのまま放置すれば，自己を見失ってしまう危機感を感じ始めています。しかし学校教育は授業が
基本であることは，昔から変わっていません。どう授業をデザインしたら，このような急速に変わり始めた社会や子どもたちに対
応できるのでしょうか。この講演では，このことを様々な事例を基に，解説します。

スススススススーーーーーーーパパパパパパパーーーーーーーアアアアアアアドドドドドドドバババババババイイイイイイイザザザザザザザーーーーーーーののののののの先先先先先先先生生生生生生生紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介
今年度より，教育センターにおける指導相談事業の
充実を図る目的で，２人の臨床心理士の先生にスー
パーアドバイザーとして来ていただいています。

【事業内容】
� 学校に出て来られない児童生徒やその保護者へ
のカウンセリング

� 教育センター相談員（教員）のカウンセリング
へのアドバイス

� 学校適応指導教室への指導助言

【実施方法】
� 原則として，週３回（１回４時間）教育センター
で面接・指導を行っています。

※ 面接は予約制になっています。学校を通して，
教育センターの方へお申し込みください。

マルチメディア教材データの収集に御協力を！
マルチメディアを使った教材の
募集について
マルチメディア教材データ
ベースのデータを募集していま
す。登録できるマルチメディア
データを御紹介ください。写真
やビデオ映像などのホームペー
ジ化（HTML化）していない
データでもかまいません。
児童生徒が作るマルチメディア
データ登録について
児童生徒が各教科や「総合的
な学習の時間」に作成した作品
（ホームページ化したもの）を
マルチメディア教材データベー
スに登録してみませんか。言葉
（キーワード）で検索すること
が可能となります。詳しくは下
記まで E-mailまたは電話で連
絡をお願いします。

連絡先 E-mail：wwwadmin@saga-ed.go.jp
TEL：０９５２‐６２‐５２１１（内線３６１）

編集・発行 佐賀県教育センター 〒８４０‐０２１４佐賀県佐賀郡大和町大字川上字西山

ＴＥＬ０９５２‐６２‐５２１１ ＦＡＸ０９５２‐６２‐６４０４

ホームページ http : //www.saga‐ed.go.jp/

平成１３年９月２１日〈２０－８４〉

教育研究・教育実践 論文募集及び開催案内
１ 募集・結果発表
� 募集期間 平成１３年１１年１９日（月）～平成１３年１１月２７日（火）
� 結果発表 平成１４年１月上旬
� 表 彰 教育交流会にて表彰を行います。

校内研究部門 優秀賞６編以内
個人研究部門 優秀賞２編以内 優良賞６編以内

努力賞若干編
２ 教育交流会
� 期 日 平成１４年２月１５日（金）
� 内 容 各分科会ごとに，発表・協議を行います。

教育センタ－では，今年度も県内公立学校の先生方に教育研究・教育実践についておおいに語り合っていただきたく，２月
１５日（金）に「第３回教育交流会－実践のとびら２１－」を開催します。
交流会に先立ち，校内研究や個人またはグループによる研究論文・実践論文を１１月下旬に公募しますので，どうぞふるって
御応募ください。また，交流会では，入賞論文を発表していただき，お互いの交流を深められればと思っています。皆様の御
参加をお待ちしています！

教育交流会－実践のとびら２１－

西九州大学
西村喜文先生

佐賀女子短期大学
田口香津子先生
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